
＊高齢化率とは・・
65歳以上の高齢者人口が
総人口に占める割合のこと。

＊山内地区には「きじの里」55世帯55名が含まれています

●今回は「ねまる」です。

難易度★★★☆☆

・意味／調理済の料理が「痛む」

・使い方／「こんカレーやねまっちょっじゃん！

今ん時期や冷蔵庫に入れんばすぐねまっとぞ～」

・訳／「このカレーは痛んでるわよ！

今の時期は冷蔵庫に入れないとすぐ痛むのよ～」
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90歳以上は女性が
男性の3倍！！
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※（ ）はＲ３.２月（前回発行月）比



行きたいときに、行きたいところへ

富江町につづき、岐宿町でも令和3年4月から実証事業がスタートした、「チョイソコごとう」。

五島市の皆様の外出を応援する、新しい交通手段として始まったこの事業は、市と、(株)アイシン精機（愛知県）、

(有)ばらもんタクシーが共同で実施するもので、使用する車両は、ダイハツ長崎販売(株)様から寄贈いただきま

した。昨年10月から実証事業を行った富江町では、4月から本格運行しています。

乗り降りができる停留所は、町内全域にあるごみボックス（※）や診療所、公共施設など約200カ所に設けていて、

皆さん一度はゴミボックスの青い張り紙を見たことがあると思います。でも実際、どんなサービスなの？と疑問に

思っている方は多いのではないでしょうか？ Ｑ＆Ａで分かりやすくご説明します。

※人の集まる場所なら追加設置も可能です。（唐船ノ浦、戸岐ノ首、打折、惣津地区を除く）

／

電話一本でお迎えに参ります！買い物いきたいけど
歩くには遠いし・・

Ｑ 申し込みはどこでできるの？ お金はかかるのかしら？

Ａ 受付センター（📞057-00-39510）にご自分で電話して、①お名前と会員番号 ②利用希望日 ③乗りた

い場所と行きたい場所 ④着きたい時刻 この４つの項目を伝えてくださいね。これだけで予約完了です！帰

りはまた同じように乗りたい時間の15分前までに電話で予約をします。

Ａ 利用する際は、事前に会員登録をしなければなりません。申込書は五島市役所岐宿支所、山内診療所、

歯科診療所、郵便局、ＪＡごとう等に置いてありますので、ご自分の名前と連絡先、緊急連絡先の記入のみ

で申し込みができます。（回収ボックスも設置しているので、岐宿支所まで出向かなくても大丈夫！）

※ばらもんタクシーの運転手さんに手渡しでもＯＫです。申し込みは無料です。 会費もいりません。

申し込みが完了したら、郵送でご自宅に会員証が届きます。会員証が届いた日から利用可能ですよ。

Ａ 利用したい日の2週間前から、当日の15分前まで予約を受け付けていますので、朝起きてからの気分で、

外出するかどうか決めることができます。午前中お友達と電話で話していて、気分が乗ったらチョイソコで遊び

に出かける・・なんてことも可能なんです！誰かの予定に合わせるのではなく、自分の気分で行動を決められ

るなんて、幸せなことですよね。※キャンセルの場合も電話でお願いします。キャンセル料は発生しません。

Ｑ あら簡単なのね？ それなら自分でできそう！予約はどうしたらいいの？

※複数の予約がある場合、AI(人工知能)を搭載した運行管理システムが最適なルートを割り出し、停留所となる公

共施設や最寄りのごみボックス間をタクシーが送迎します。

Ｑ いつまでに予約したらいいの？

岐宿町内の
乗り合い送迎サービス

予約時間の5分前には停留
所にお越しくださいね！



Ｑ いつでも利用できるの？

Ａ 今はまだ必要じゃなくても、会員になっていれば、いざという時、すぐに利用が可能です。急に体調が

悪くなって病院に行きたいけど、子供が仕事で頼み辛い・・という場合もあるかもしれません。ずっと会いた

いと思っていたお友達のお宅にだって、行きたいと思ったら行けるんです！

Ｑ 今はまだバスにも乗れるし、子供が送迎してくれるから必要ないかしらね～

Ａ 運行日時は、月曜日から金曜日の午前８:00～午後３:00までで、電話受付は同じく月曜日～金曜日の

午前８:30～午後4:00までです。朝８:00～9:00の間に利用したい場合は、前日の午後4:00までに予約をお

ねがいします。

Ｑ 料金はいくらかかるの？

Ａ 運賃は、走行距離に関係なく、大人１乗車300円、子ども(小学生)・障がい者手帳をお持ちの方は1乗車

150円。未就学児は無料ですが大人同伴でお願いします 。小学生が利用する場合は必ず保護者からの電話

予約が必要です。また、会員証を持っている方が一人いれば、持っていない方も同乗できます。※同乗者が

いる場合は、予約の際に人数と名前をお伝えください。同乗者も料金がかかります。※車イスを乗せることは

できません。

②バリューで買い物をしていたら、
懐かしい友達にバッタリ・・

岐宿のバリューまで
お願いします あらー久しぶり～

お元気そうね？
ちょっとうちに寄っていかない？
自慢のお庭を見せたいわ。

あら、見たいわ！チョイソ
コでお宅まで一緒に行っ
て、帰りもチョイソコで帰
ればいいものね。

五島市全体でも高齢化が進み、運転免許返納後の高齢者も増えてきています。それに伴ない、買い物や通院等が

困難な方が増加してきている今、高齢者の日常生活における移動手段を提供する取り組みとしてスタートした「チョイ

ソコごとう」 。 「いくつになっても自由に移動できる自立した生活」は、人生をいつまでも豊かなものにしてくれます。

会員登録は簡単です。ぜひ登録して、自由にお出かけしてみませんか？

①チョイソコで買い物に行くことにしました。

③お友達の家からチョイソコで帰宅したふみさん
無事に着いたとお友達に電話します

今日は久しぶりに話せて楽しかった
わ～チョイソコに3回乗ったから900
円かかったけど、お金には代えられ
ない時間だったわ。
こんなことにも利用できるなら、知り
合いにも登録するよう勧めるわ。

●川原地区に住むふみさんの一例

実証期間は4月から9月末までです。

利用方法などについて詳しくお聞きしたい方、停留所の追加

設置のご相談等は下記までお気軽にお問い合わせください。

問合せ：商工雇用政策課商工交通班 【電話】72-7862

または、五島市役所岐宿支所地域振興班 【電話】82-1117

●その他、お子さんを学校まで送ってほしい（お子さんの
名前の会員証が必要です）、赤ちゃんを抱っこしたまま病
院に行きたい、など幅広い用途でご利用できます。



こんにちは。集落支援員の泉井です。

今年は梅雨入りが早かったため、5月からジメジメした

天気が続き気分がすぐれませんよね。農作物の成長も

心配です。新型コロナの影響で、今年のあじさいまつり

も中止になってしまいましたが、魚津ヶ崎公園のあじさ

いは元気に咲いていますので、ぜひ見に来てください

ね！また、ＧＷ前から魚津ヶ崎公園に揚げていた「こい

のぼり」も見に来てくださりありがとうございました。今年

は地域の方からこいのぼりの寄付もいただきました。7月

には、魚津ヶ崎公園に咲き誇るひまわりも楽しみにして

いてくださいね。新型コロナウイルスワクチン接種も、

65歳以上の高齢者から順に始まりましたね。一刻も早い

収束（終息）を願って、引き続き感染予防も頑張って行き

ましょう。今回も最後まで読んでいただき

ありがとうございました。

「岐宿に空き家ないですか？」こんな声がどんどん増えて

います。岐宿は福江島の中心部。どこに行くにも便利で、

住みやすいと定評ですが、紹介できる物件が無く、需要

と供給がスムーズにいきません。

各地区のキーマンより頂いた、空き家情報をもとに、現場

に足を運び、所有者や管理者に地道に連絡を取っていま

すが、「荷物が入ったままだから」「盆や正月、墓参りに

帰ってくるのよ」という理由でなかなか登録に至りません。

荷物の処分等に対しては補助金も活用できますので、こ

れを機にぜひ空き家バンクへの登録をご検討ください！

一度話を聞いてみたいと言う方、またお住いの

地域の空き家所有者情報をお持ちの方は、

お気軽に支援員までご連絡をお願いします。

五島南高校の普通科「夢トライコース」では、中

学のときに学校になじめなかったり、登校すること

が難しかったりした生徒のうち、「学びたい」という強い意

志を持ち、生活環境や学習環境を変えて「しま」で高校生活

を送りたいと考えている生徒を受け入れています。今年3月

は3年生2名が卒業し、4月からは新1年生が１０名（うち里

親入居9名）入学してきました。このように、毎年入学してく

る生徒数が増えていて喜ばしい反面、ホームステイをさせ

てくれる里親さんが足りず、嬉しい悲鳴となっています。里

親は大変だとは思いますが、やりがいがあると思います。

説明だけでも聞いてみたいというご家庭がありましたら、自

薦他薦問いません！まずはご一報ください！

五島市で行っている、全国の修学旅行生を

受入れる民泊事業は、平成27年度から開始し

今年で７年目を迎えます。昨年度は、新型コ

ロナの影響でキャンセルが相次ぎ、ほとんど受け入れが

できませんでした。岐宿町は民泊家庭の数が他地区より

も多く、年々受け入れ数も増加していたのですが、昨年

度から、廃業する家庭も増えてきました。今後、受け入

れ可能になった時にスムーズに対応できるよう、民泊家

庭を増やしたいと思っています。民泊をしてみたいなぁ～

興味はあるけどなぁ～でも大変そうだし・・とお感じの方

も多いと思います。以前この新聞でも「民泊家庭さんの一

日」をご紹介しましたが、興味のある方がいましたら、しっ

かりご説明しますので、お気軽にお問合せお願いします。


